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9月26日 普通科改革支援事業 指定校発表会 (北九州市立高校：福岡県)

＜本日の報告内容＞

① 学校の基本情報

② 新学科における特色ある教育内容

③ 新学科設置に際して苦労・工夫している(した)こと

④ 指定終了後の取組継続について

⑤ 普通科改革をステップに
常にチャレンジし続ける学校に向かって



①学校の基本情報

学校名 北九州市立高等学校（旧・戸畑商業高等学校）

所在地 福岡県の北部に位置（福岡県北九州市戸畑区）

特徴 北九州市が設置する唯一の高等学校

生徒数 定員６００名（各学年２００名の定員）

各学年の
設置学科
と定員数

３学年・・・普通科 ８０名 情報ビジネス科１２０名
２学年・・・普通科 ８０名 情報ビジネス科１２０名
１学年・・・未来共創科１２０名 情報ビジネス科 ８０名

その他

平成１９年 「普通科」を設置、校名を北九州市立高等学校に改名
令和 元年 本校の存続を問う外部有識者会発足
令和 ３年 学びの充実が条件として存続が決定
令和 ４年 普通科改革支援事業に採択
令和 ６年 地域社会に関する学科として「普通科」を「未来共創科」に改編
令和 ７年 情報ビジネス科の募集は行わず、未来共創科２００名の募集へ改編

9月26日 普通科改革支援事業 指定校発表会 (北九州市立高校：福岡県)



② 新学科における特色ある教育内容
• 学校設定科目や総合的な探究の時間の

具体的なカリキュラムデザイン

→A)週3時間(イチリツPJ)、B)上級生が下級生を指導す
る仕組み、C)継続した「社会人・大学生」との連携事業
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発見する力
１年生前期

まとめる力
１年生後期

対話する力
２年生

共創する力
２年生後半・３年生

＜特徴＞

A）総合的な探究の時間(１単位)＋学校設定科目(２単位)
B1）学びの運営リーダー（イチリツPJ全体の企画・運営）

＆プロジェクトリーダー（各PJの推進）の育成
B2)異学年・異コース合同のＰＪチーム

（各学年８名×３学年＝２４名で１チームを構成）



② 新学科における特色ある教育内容

C1）共育型インターンシップ（インタビューシップ）

➢1年生全200名、一人ずつ2日間受入企業様を訪問、
経営者＆従業員に「働く理由」を問うキャリア教育

（with 福岡県中小企業家同友会）

C2）大学生と担任教諭との授業の共同実施体制の構築

➢担任＆副担任教員が、月1回程度の頻度で、北九州市立大学
地域創生学群の大学生と共同で授業を行う。
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② 新学科における特色ある教育内容
• 生徒の学ぶ意欲を持続させるための工夫

→外部者と単発的ではない連携体制の構築

→高校生Ringを軸とした継続したアウトプットの場の形成
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PTAへ

教職員へ

企業へ

他校へ



③新学科設置に際して
苦労・工夫している(した)こと

•特色ある学校づくりのための特色ある入試制度改革

→特色化選抜：コミュニケーション重視型の創設
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③新学科設置に際して
苦労・工夫している(した)こと

•生徒募集のための工夫 （ｂｙ事業企画室の教員）

→プロモーション動画の作成、学校案内や広報物の刷新
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③新学科設置に際して
苦労・工夫している(した)こと

• 地域の中学生、保護者へのPR→ナイトスクールの開催

• 教職員、生徒たちの意識の変化→高校魅力化評価システム
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＜協働性＞
「自分とは異なる立場や
役割を持つ人と交流して
いる」：前年比２６％増

50％→７６％へ

「授業の質の向上に繋
がっている」

４０％→６８％へ

「自身の資質・向上に繋
がっている」

３６．７％→８０％へ



④ 指定終了後の取組継続について
A）福岡県中小企業家同友会さんとの共育型イン
ターンシップ（インタビューシップ）の取組継続

B）高大連携事業の取組継続

＝相互にwin-winの関係性の構築
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市高さんとのインタビュー
シップは、「社員教育」の
ためにもなっている。

高校生から、この企業で
働いている理由や、会社
の理念を聞かれるため、
事前に社員間で話あって

くれている。

大学にとって、高大接続・
高大連携は至上命題と

なっている。

現に、継続的に関わって
いる市高生たちは、本学
への志願者が増加してい
る。同じ理念を共有できる
高校を増やしていきたい。



④ 指定終了後の取組継続について
•自治体予算でのハード整備実績等

→新しい校舎やアクティブラーニングしやすい教室の整備

•本支援事業以前から存在する「スクールヘルパー（北九州市
教育委員会 地域学校協働活動推進員）」の制度を継続利用
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情報実践室？の写真をお願いします。

スクールヘルパーに登録している大学生
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⑤ 普通科改革をステップに
常にチャレンジし続ける学校に向かって

★開科式・入学式を学校外の会場で
★特色ある入試選抜（選抜方法と外部助言者の導入）
★ナイトスクール
★大学教授と大学生との学び創り
★学校プロモーション動画を生徒企画へ
★できるかどうかわからないけど

誘われたものはチャレンジへ
【教員】講演会での講話依頼
【生徒】イベント企画「それ行け小倉城」「防災」
【生徒】300名の経営者に向けた発表 など

これまでなら、「やらなかった学校」から
職員も生徒も関わる人々も巻き込み

チャレンジする→チャレンジしたくなる学校へ

実感できる
「校風」の変化

挑戦こそ是とする学校へ


